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別記１ 負荷出力合計（Ｋ）の算出方法  

 

１ 負荷出力合計（Ｋ） 

負荷出力とは、非常電源を必要とする消防用設備等の機器（自家発電設備の負荷として 

接続する機器をいう。）の定格出力をいい、これらの出力の総和を負荷出力合計（以下

「Ｋ値」という。）とする。 

２ Ｋ値の算出方法  

(1)  Ｋ値 

Ｋ値は、次の式により求めること 

ｍi：個々の負荷機器の出力（kＷ）  

ｎ ：負荷機器の個数  

(2)  出力  

出力（ｍi）は、個々の負荷機器の定格表示に応じて次により求めること  

ア  定格が出力（kＷ）で表示されている機器の場合（一般誘導電動機等）  

(ｱ)  一般電動機（誘導機）の場合  

ｍi＝定格出力（kＷ）  

(ｲ)  非常用昇降機の場合  

  

Ｕv ：昇降機の台数による換算係数  

別記６．１．(4)に示すＵvの値を用いる。  

ｎ  ：昇降機の台数  

Ｅvi：昇降機の制御方式によって定まる換算係数 

通常の場合は、別記６．１．(1)に示すＥv の値を用いる。  

Ｖｉ：昇降機巻上電動機の定格出力（kＷ）  

(ｳ)  充電装置の場合  

ｍi＝Ｖ・Ａ  

Ｖ：直流側の定格電圧（均等）（Ｖ）  

Ａ：直流側の定格電流（Ａ）  

(ｴ) 白熱灯・蛍光灯の場合 

ｍi＝定格消費電力（定格ランプ電力）（kＷ）  

白熱灯は定格消費電力、蛍光灯は定格ランプ電力とする。  

(ｵ) 差込負荷の場合  

ｍi＝Ｌi（kＷ）  

Ｌi：非常コンセント（単相）の定格電圧（kＶ）×定格電流（Ａ） 

通常は 0.1kＶ、15Ａとする。 

   イ 定格出力（kVA）で表示されている機器の場合（ＣＶＣＦ、充電装置等） 
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 ｍi＝Ｃi・cosθi  

Ｃi ：定格出力（kVA） 

cosθi：負荷の力率（定格値）  

通常の場合は、別記６．１．(1)に示す力率の値を用いることができる。 

ウ その他の機器の場合  

効率（ηＬi）が 0.85 より著しく小さい機器の場合は、次式によること 

ηＬ ：負荷の総合効率（0.85）  

ηＬi：当該負荷の定格効率  

Ｋi ：負荷出力（kＷ）  

３ 負荷出力合計（Ｋ値）の算出手順 負荷出力合計（Ｋ値）の算出方法は、前述のとお

りであるが、その具体的算出に当たっ ては、様式１に示す計算シートを用いるもので

あること なお、計算シートを用いた算出の手順は、次によることとし、各算出式に用

いる係数等 については、別記６の諸元表によること 

(1) 負荷表の作成    消防用設備等の負荷機器を選定し、様式２「自家発電設備出  

力計算シート（負荷表）」（以下「負荷表」という。）に所 定 

の事項を記入する。  

(2) ①件 名       防火対象物の名称等を記入する。  

(3)  ②機器番号         負荷機器番号等を記入する。  

(4)  ③負荷名称         負荷機器名称を記入する。  

(5)  負荷出力合計の算出  

ア  ④台 数 負        荷機器台数を記入する。 

イ  ⑤換算を必要と    換算を必要とする負荷機器の入力又は出力（kＷ、kVA）を記 

する負荷機器     入する。  

の入力又は出     該当機器：昇降機、ＣＶＣＦにつきその定格値を記入する。 

力（kＷ、kVA）  

ウ ⑥出力換算係数    昇降機等の出力換算を必要とする負荷機器につき、別記６．  

１．(1)に示す値を記入する。  

エ ⑦出 力           負荷機器の出力を記入する。また、換算を必要とする負荷 

機器については、当該負荷機器容量と出力換算係数（Ｅｖ 

等）の積を出力の欄に記入する。 なお、複数台の機器（昇 

降機を除く。）が同時始動するとき はその出力の合計値を 

記入する。また、昇降機が複数台ある 場合は、２．(2)． 

ア．(ｲ)で求めた値を記入する。 

オ ⑧負荷出力合計値  ⑦の総和を求め、Ｋ＝Σｍi＝⑧      に記入する。  

（Ｋ値）の算出  

(6) Ｍ2の選定  

ア ⑨始動方式     誘導電動機にあっては始動方式を、昇降機にあっては制御方 

又は制御方式   式を記入する。 
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イ ⑩         当該負荷機器のＲＧ2用の    の値を別記６．１．(3)より 

求め記入する。また、昇降機が複数台ある場合又は複数台の 

機器が同時始動する場合は、様式２－２で求めたＲＧ2用の 

値を記入する。 

ウ ⑪         ⑦×⑩の値を求め記入する。  

エ ⑫Ｍ2の選定    ⑪の値が最大となる⑦の mi を、mi＝Ｍ2＝⑫  

に記入する。 

(7) Ｍ3の選定 

ア ㉝          当該負荷機器のＲＧ3用の   の値を別記６．１．(3)より 

求め記入する。また、昇降機が複数台ある場合又は複数台の 

機 器が同時始動する場合は、様式２－２で求めたＲＧ3 用 

の値を記入する。  

イ ⑬         ㉝－1.47 の値を求め記入する。  

ウ ⑭                ⑦×⑬の値を求め記入する。  

エ ⑮Ｍ3の選定       ⑭の値が最大となる⑦の mi を、mi＝Ｍ3＝⑮          

に記入する。  

(8) Ｍ2’選定  

ア ⑰         当該負荷機器のＲＥ2用の         の値を別記６．１．(3)  

より求め記入する。また、昇降機が複数台ある場合又は複  

数台の機器が同時始動する場合は、様式２－２で求めたＲ  

Ｅ2用の値を記入する。 

イ ⑱         ⑦×⑰の値を求め記入する。  

ウ ⑲Ｍ2’の選定    ⑱の値が最大となる⑦の mi を、mi＝Ｍ₂’＝⑲  

に記入する。  

(9) Ｍ3’の選定 

ア ㉞         ＲＥ3用の     の値を別記６．１．(3)より求め記入す 

る。また、昇降機が複数台ある場合又は複数台の機器が同時 

 始動する場合は、様式２－２で求めたＲＥ3用の値を記入 

する。 

イ ⑳         ㉞－１の値を求め記入する。  

ウ ㉑         ⑦×⑳の値を求め記入する。  

エ  ㉒Ｍ₃’の選定    ㉑の値が最大となる⑦の mi を、 mi＝Ｍ3’＝㉒  

に記入する。  

(10) 高調波発生負荷出力合計の算出  

ア ㉓高調波発生    負荷機器のうち充電装置、ＣＶＣＦ等の整流器使用負荷機  

負荷 Ri(kＷ）    器について、⑦の値を㉓に記入する。昇降機にあっては、  

巻上電動機の出力⑤の値を㉓に記入する。  

イ ㉔ΣRi＝Ｒの算出 ㉓の総和を求め、ΣRi＝Ｒ＝㉔       に記入する。 

(11) 不平衡負荷の算出 
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ア ㉕不平衡負荷    単相負荷の負荷機器出力を㉕の該当欄に記入するとともに、 

 Ｒ－Ｓ負荷の合計を㉖に、Ｓ－Ｔ負荷の合計を㉗に、Ｔ－ 

 Ｒ負荷の合計を㉘に記入する。  

イ 最大値等の選出   ㉖、㉗ 及び㉘のうち、最大の値のものをＡ㉙ に、次の値

のものをＢ㉚ に、最小の値のものをＣ㉛ に記入する。 
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